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令和６年度 財政援助団体等監査結果 

 

 

第１ 監査対象団体及び監査内容 

監 査 対 象 団 体 監査内容 所 管 課 

公益社団法人 旭市シルバー人材センター 補助団体 社会福祉課 

 

 

第２ 監査の期間   

 令和６年１１月１日から令和６年１１月２９日まで 

  ※ 説明聴取日 令和６年１１月２８日 

 

第３ 監査の場所 

 監査委員事務局 

 

第４ 監査の範囲及び方法 

Ⅰ 補助金交付団体 

令和５年度及び令和６年４月１日から令和６年９月３０日までに交付された、

補助金等の管理運用、会計経理、事務事業の執行状況等について、あらかじめ

提出された資料・関連書類等に基づき関係者から説明を聴取した。 

  

第５ 監査の着眼点 

  財政的援助等に係る出納その他の事務の執行が、適正かつ効率的に行われてい

るかなどを主眼に、監査基準に準拠し監査を実施した。 

 

Ⅰ 補助金交付団体 

(１) 補助金等の支出がその目的に沿って適正かつ効率的に行われているか。 

(２) 出納関係諸帳簿の整備は適切に行われているか。 

 Ⅱ 所管課 

(１) 補助金等の目的及び基準等は、条例、規則等により明確に定められ、支

出手続きは、要綱等に従い適正に行われているか。 

(２) 補助金等の額の算定、交付方法、時期、手続等は適正に行われているか。 

(３) 団体への指導監督は適切に行われているか。 
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第６ 監査の概要及び結果 

１ 団体の概要（令和６年９月３０日現在） 

TEL

217名

14名

5名

団 体 名

 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律

 旭市ニの2599番地1

 公益社団法人　旭市シルバー人材センター

0479-60-1150 

設 置 目 的

　定年退職者等の高齢者の希望に応じた臨時的かつ短期的な就業
又はその他の軽易な業務に係る就業の機会を確保し、及びこれら
の者に対して組織的に提供することなどにより、その能力を生か
した就業その他の多様な社会参加活動を援助して、これらの者の
生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会
づくりに寄与することを目的とする。

職 員 体 制  事務局長1名、センター職員2名、嘱託職員1名、臨時職員1名

 平成11年4月1日法人設立年月日

  12,816,238円（令和6年3月31日現在）

 会長1名、副会長1名、常務理事1名、理事9名、監事2名

公益社団法人
移 行 年 月 日

 平成24年4月1日

会 員

基 本 財 産 等

役 員 構 成

 男性 127名、女性 90名

設 立 根 拠 法

代 表 者  会長　加瀬　多喜男

所 在 地

 

２ 主な事業内容 

（１）臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望する高齢

者のために、これらの就業の機会を確保し、及び組織的に提供すること 

（２）臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希

望する高齢者のために、職業紹介事業又は一般労働者派遣事業を行うこと 

（３）高齢者に対し、臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業

に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習を行うこと  

（４）高齢者のための臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業

を通じて、高齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図るために必要な事

業を行うこと 

（５）前４号に掲げるもののほか、高齢者の多様な就業機会の確保及び地域社会、

企業等における高齢者の能力の活用を図るために必要な事業を行うこと 

（６）その他目的を達成するために必要な事業を行うこと 

 

３ 市との関係 

市は、高齢者の能力活動、技術の活用と就労機会の確保及び生きがいづくりを

推進するため、これらを組織的に提供している当該団体に対し、旭市補助金等

交付規則及び旭市シルバー人材センター運営事業補助金交付要領に

基づき、次の補助金を交付している。 
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（１）補助金等の内容 

円 円

令和5年4月28日 6,900,000 円 令和6年4月26日 6,900,000 円

円 円

円 円

‐

‐0

交 付 対 象 経 費

交 付 確 定 日

令和６年度

交 付 確 定 額

‐

交 付 年 度

精 算 金 額

‐

6,900,000

6,900,000

交 付 決 定 日

交 付 申 請 日

概算交付決定額

‐

令和6年4月22日

精 算 日

交 付 状 況

①旭市補助金等交付規則

①事業費

令和5年4月 1日

令和５年度

令和6年4月 1日

②管理費

交 付 の 根 拠
②旭市シルバー人材センター運営事業補助金交付要領

シルバー人材センター運営事業補助金補 助 金 の 名 称

実 績 報 告 日 令和6年3月31日 ‐

令和5年4月14日

6,900,000

令和6年4月12日

 

 

４ 主な事業実績（令和５年度） 

（１）事業実績 

  受注件数       1,875件（対前年度比 4.4％減) 

就業延日人数     20,273人（対前年度比 12.3％減） 

契約金額   111,695,077円（対前年度比 5.1％増） 

（２）普及啓発事業 シルバー人材センター会報(シルバーあさひ)を年２回発行。 

（３）会員の増強事業 新聞折り込みによるＰＲチラシの全戸配布や独自に作成し

たポスターを公共施設や民間事業所に掲示するなど、会員の拡大を図った。 

（４）就業機会の確保と開拓事業 

（５）就業体制の整備充実事業 

（６）安全（適正）就業対策事業 

（７）福利厚生事業 
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５ 正味財産増減計算書                    （単位:円・％）                                                 

金　　額 構成比 金　　額 構成比 増　減　額 増減率

Ⅰ　一般正味財産増減の部 　　　　　

 １.経常増減の部

 (1)経常収益

　受託事業収益 111,695,077 88.2 106,276,823 87.7 5,418,254 5.1

　労働者派遣事業等受託収益 619,538 0.5 545,933 0.5 73,605 13.5

　受取会費 544,800 0.4 552,000 0.5 △ 7,200 △ 1.3

　受取補助金等 13,800,000 10.9 13,800,000 11.4 0 -

　特定資産運用益 59 0.0 53 0.0 6 11.3

　雑収益 68 0.0 66 0.0 2 3.0

　　　　経常収益計　(A) 126,659,542 100.0 121,174,875 100.0 5,484,667 4.5

 (2)経常費用

　事業費 122,465,377 98.3 119,315,034 98.4 3,150,343 2.6

　管理費 2,087,950 1.7 1,996,676 1.6 91,274 4.6

　　　　経常費用計　(B) 124,553,327 100.0 121,311,710 100.0 3,241,617 2.7

　当期経常増減額　(C)=(A)-(B) 2,106,215 △ 136,835 2,243,050 △ 1639.2

 ２.経常外増減の部

 (1)経常外収益　　経常外収益計 (D) 0 - 0 - 0 -

 (2)経常外費用　　経常外費用計 (E) 0 - 0 - 0 -

　当期経常外増減額 (F)=(D)-(E） 0 0 0 -

　　当期一般正味財産増減額(G)=(C)+(F) 2,106,215 △ 136,835 2,243,050 △ 1639.2

　　一般正味財産期首残高 (H) 10,710,023 10,846,858 △ 136,835 △ 1.3

　　一般正味財産期末残高(I)=(H)+(G) 12,816,238 10,710,023 2,106,215 19.7

Ⅱ　指定正味財産増減の部

 (1)収益　　　収益計 0 - 0 - 0 -

 (2)費用　　　費用計 0 - 0 - 0 -

　　当期指定正味財産増減額(L)=(J)-(K) 0 - 0 - 0 -

　　指定正味財産期首残高 (M) 0 - 0 - 0 -

　　指定正味財産期末残高(N)=(M)+(L) 0 - 0 - 0 -

Ⅲ　正味財産期末残高 (O)=(I)+(N) 12,816,238 10,710,023 2,106,215 19.7

科　　　　　　　目
令和５年度 令和４年度 比 較 増 減
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６ 貸借対照表                       （単位:円・％） 

金　　額 構成比 金　　額 構成比 増　減　額 増減率

Ⅰ　資産の部

　１.流動資産

　　　現金 104,171 0.5 107,194 0.6 △ 3,023 △ 2.8

　　　普通預金 5,798,545 27.9 3,414,928 18.4 2,383,617 69.8

　　　郵便貯金 537,101 2.6 235,279 1.3 301,822 128.3

　　　未収金 7,908,282 52.3 8,408,395 45.3 △ 500,113 △ 5.9

　　　仮払金 0 - 0 - 0 -

　　　立替金 701 0.0 9,013 0.2 △ 8,312 △ 92.2

　　　前払金 40,000 0.2 29,000 0.2 11,000 37.9

　　　　流動資産合計 14,388,800 69.3 12,203,809 65.7 2,184,991 17.9

　２.固定資産

　(1）特定資産

　　減価償却引当預金 6,109,498 29.4 6,017,409 32.4 92,089 1.5

　　財政運営資金積立預金 0 - 0 - 0 -

　　　　特定資産合計 6,109,498 29.4 6,017,409 32.4 92,089 1.5

　(2）その他固定資産

　　車輌運搬具 6 0.0 92,095 0.5 △ 92,089 △ 99.9

　　什器備品 2 0.0 2 0.0 0 -

　　電話加入権 214,095 1.0 214,095 1.2 0 -

　　預託金 44,760 0.2 44,760 0.2 0 -

　　その他固定資産合計 258,863 1.2 350,952 1.9 △ 92,089 △ 26.2

固定資産合計 6,368,361 30.7 6,368,361 34.3 0 0.0

資　産　合　計 20,757,161 100.0 18,572,170 100.0 2,184,991 11.8

科　　　　　　目
令和５年度 令和４年度 比 較 増 減

 

金　　額 構成比 金　　額 構成比 増　減　額 増減率

Ⅱ　負債の部

　１.流動負債

　　未払金 7,601,697 36.6 7,704,639 41.5 △ 102,942 △ 1.3

　　前受金 70,000 0.1 0 0.0 70,000 皆増

　　預り金 269,226 1.3 157,508 0.8 111,718 70.9

　　仮受金 0 - 0 - 0 -

流動負債合計 7,940,923 38.3 7,862,147 42.3 78,776 1.0

　２.固定負債

固定負債合計 0 - 0 - 0 -

負債合計 7,940,923 38.3 7,862,147 42.3 78,776 1.0

Ⅲ　正味財産の部

　１.指定正味財産 0 - 0 - 0 -

　２.一般正味財産 12,816,238 61.7 10,710,023 57.7 2,106,215 19.7

　　　正味財産合計 12,816,238 61.7 10,710,023 57.7 2,106,215 19.7

負債及び正味財産の合計 20,757,161 100.0 18,572,170 100.0 2,184,991 11.8

科　　　　　　目
令和５年度 令和４年度 比 較 増 減
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７ 監査の結果 

  公益社団法人旭市シルバー人材センターにおける市からの補助金に係る出納その

他の事務は、おおむね適正に執行されているものと認められた。 

  社会福祉課における公益社団法人旭市シルバー人材センターへの補助金に係る出

納その他の事務は、おおむね適正に執行されているものと認められた。 

 


